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次期に向けて

①支援の過程で必要なスーパーバイズやコンサル
テーションを受けられる体制を作ることができる

○ ○

②地域の健康課題を各種計画に活かすことができる ○ ○

③幅広い領域の情報を分析し、健康なまちづくり及
び地域のケアシステム構築上の課題、行政として取
り組むべき課題を中長期的な視点から提示すること
ができる

○ ○ ○

④計画が円滑に推進できるよう進捗状況を把握し、
必要に応じて指導・助言・調整を行うことができる

○ ○

⑤事業や業務体制に見直しに取り組み、有効で具体
的な助言、指示、調整ができる

○ ○

⑥組織内において計画の共有・検討を実施する体制
をつくる

○ ○ ○ ○

⑦健康危機マニュアル等における保健活動の体制整
備や役割分担の明確化を図る

○

⑧健康危機発生時に情報を適切に処理し、的確かつ
迅速な指示ができる

○ ○

⑨部下育成の必要性を説明でき、所内または課を超
えて必要な調整を行うことができる

○

⑩新任者の現任教育計画に参画し、進行管理ができ
る

○

⑪研究的視点による業務の改善・発展をさせるため
の体制を整備できる

○ ○ ○

⑫業務上の危機に対応できる体制を整備する ○ ○ ○

※到達度は5段階で評価する
５　達成している(助言なし、または少しの助言で発展させることができる)
４　ほぼ達成（具体的な助言により達成できる）
３　課題が残る(具体的な助言を繰り返すことでできる)
２　達成できない(具体的な助言を繰り返しても不十分)
１　体験する機会がない
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職
位
目
安

育
成
す
る
コ
ア
能
力

到
達
目
標

行動目標

保健師に求められる専門能力 目標設定 最終評価

課
長

保
健
福
祉
分
野
に
お
け
る
対
応
策
の
シ
ス
テ
ム
化

２
　
リ
ー

ダ
ー

と
し
て
国
や
他
の
自
治
体
先
進
事
例
を
視
野
に
入
れ
た
対
応
策
の
シ
ス
テ
ム
化
が
で
き
る

１
　
支
援
の
過
程
で
必
要
な
ス
ー

パ
ー

バ
イ
ズ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ

ン
が
で
き
る


